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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　訪問宅に来訪した来訪者が所有する端末装置からの呼出要求を制御し、かつ、前記訪問
宅内に設置されている宅内制御装置において、
　前記来訪者に関する情報を示す来訪者登録情報を記憶する来訪者登録データベースと、
　無線通信により、前記端末装置から前記来訪者に関する情報を示す送信来訪者情報を受
信する来訪者情報受信手段と、
　前記来訪者登録データベースに記憶されている来訪者登録情報に基づいて行われた、前
記来訪者情報受信手段により受信した送信来訪者情報の認証結果に応じて、前記来訪者の
来訪を通知するための来訪者通知情報を生成する来訪者通知生成手段と、
　前記来訪者通知生成手段により生成された来訪者通知情報を、前記訪問宅の住人に通知
する来訪者通知手段と、
前記来訪者通知情報を提示し、かつ、前記来訪者と通話するためのインターホンとを備え
、
　前記来訪者通知手段は、前記来訪者通知情報を前記インターホンに送信してから所定時
間の間に、前記インターホンからの応答がなかった場合に、前記来訪者通知情報を前記訪
問宅の住人が所有する端末装置に送信し、
　前記来訪者通知情報を前記端末装置に送信してから所定時間の間に、前記端末装置から
の応答がなかった場合に、前記来訪者通知情報を自装置に蓄積することを特徴とする宅内
制御装置。
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【請求項２】
　前記来訪者登録データベースに記憶されている来訪者登録情報は、前記来訪者を識別す
るための来訪者登録識別情報と、前記来訪者に関連する情報を示す来訪者関連情報とを含
み、
　前記来訪者情報受信手段により受信した送信来訪者情報は、前記来訪者を識別するため
の送信来訪者識別情報と、前記来訪者に関連する情報を示す個人情報とを含み、
　前記来訪者通知生成手段は、前記来訪者情報受信手段により受信した送信来訪者情報に
含まれる送信来訪者識別情報と一致する来訪者登録識別情報が、前記来訪者登録データベ
ースに記憶されている場合には、該一致する来訪者登録識別情報と対応付けられて該来訪
者登録データベースに記憶されている来訪者関連情報と、前記来訪者情報受信手段により
受信した個人情報とを含む来訪者通知情報を生成し、
　前記来訪者情報受信手段により受信した送信来訪者情報に含まれる送信来訪者識別情報
と一致する来訪者登録識別情報が、前記来訪者登録データベースに記憶されていない場合
には、前記来訪者情報受信手段により受信した個人情報を含む来訪者通知情報を生成する
ことを特徴とする請求項１に記載の宅内制御装置。
【請求項３】
　前記来訪者通知手段は、前記来訪者通知情報を前記訪問宅の住人が所有する複数の端末
装置に送信するものであり、
　前記複数の端末装置への送信順序を予め登録しておくようにしたことを特徴とする請求
項１または請求項２に記載の宅内制御装置。
【請求項４】
　訪問宅へ来訪した来訪者が所有する端末装置から、前記訪問宅内に設置されている宅内
制御装置に、無線通信を用いてデータを送信することにより、前記訪問宅の住人の呼び出
しを行う来訪通知システムにおいて、
　前記端末装置は、
　前記宅内制御装置の呼出要求が外部より入力されたことを検知した場合に、前記宅内制
御装置への接続を要求するための接続要求データと、前記来訪者に関する情報を示す送信
来訪者情報とを、無線通信により前記宅内制御装置に送信する呼出手段と、
　前記呼出手段により送信されたデータに応答する応答信号を受信した場合に、音声デー
タと映像データとの少なくとも一方を、前記応答信号の送信元装置との間で送受信する対
話手段と
を備え、
　前記宅内制御装置は、
　前記来訪者に関する情報を示す来訪者登録情報を記憶する来訪者登録データベースと、
　無線通信により、前記端末装置から前記来訪者に関する情報を示す送信来訪者情報を受
信する来訪者情報受信手段と、
　前記来訪者登録データベースに記憶されている来訪者登録情報に基づいて行われた、前
記来訪者情報受信手段により受信した送信来訪者情報の認証結果に応じて、前記来訪者の
来訪を通知するための来訪者通知情報を生成する来訪者通知生成手段と、
　前記来訪者通知生成手段により生成された来訪者通知情報を、前記訪問宅の住人に通知
する来訪者通知手段と、
前記来訪者通知情報を提示し、かつ、前記来訪者と通話するためのインターホンとを備え
、
　前記来訪者通知手段は、前記来訪者通知情報を前記インターホンに送信してから所定時
間の間に、前記インターホンからの応答がなかった場合に、前記来訪者通知情報を前記訪
問宅の住人が所有する端末装置に送信し、
　前記来訪者通知情報を前記端末装置に送信してから所定時間の間に、前記端末装置から
の応答がなかった場合に、前記来訪者通知情報を自装置に蓄積することを特徴とする来訪
通知システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、宅外から宅内の住人を呼び出すための端末装置、宅内制御装置、及び、来訪
通知システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から住宅に設置されている一般的な来訪通知システムは、宅外ドアホンと宅内イン
ターホンとから構成されている。宅外ドアホンは、チャイム、マイク、スピーカ、及び、
ビデオカメラを備えている。また、宅内インターホンは、ディスプレイ、スピーカ、及び
、会話用のスピーカとマイクとを含む受話器を備えている。
　図７には、従来の来訪通知システムを用いて、来訪者が宅内の住人を呼び出す際の手順
を示す。同図に示すように、まず、来訪者が訪問宅に来訪すると、宅外ドアホンのチャイ
ムを押す（プロセスＰ１）。チャイムが押されると、宅外ドアホンから宅内インターホン
に呼出信号が送信され、宅内インターホンのスピーカから来訪者到来の通知が行われる。
また、宅外ドアホンのビデオカメラやマイクから、音声データや映像データが宅内インタ
ーホンに送信される（プロセスＰ２）。宅内に居る住人は、宅内インターホンの設置場所
まで出向いて、宅内インターホンのスピーカから出力される音声やディスプレイに表示さ
れる映像により、宅外の来訪者を確認した後に、来訪者と会話を行うこととなる。（プロ
セスＰ３）。
【０００３】
　このように、宅内の住人は、来訪者が誰なのか、また、何の要件なのかが不明な状態で
玄関を開けるのは防犯上好ましくないため、上記のような来訪通知システムを用いて来訪
者と会話を行い、来訪者の確認を行う必要があった。このため、宅内の住人が来訪者と通
話を行う前に、あらかじめ来訪者の認証確認を行う仕組みが求められていた。
　また、宅内の住人は、宅内においてどのような状況に置かれていようとも、来訪者がチ
ャイムを鳴らす度に、宅内インターホンが設置されている場所まで出向いて来訪者に応対
する必要があった。これは、宅内の住人にとって大変な労力であった。それにも関わらず
、不審者がチャイムを押したりする行為や、不要な状況にも関わらずチャイムを押すなど
のいたずら行為を避けることができないために、宅内の住人にはさらに余計な労力がかか
ってしまい、宅内の住人にとっては大変煩わしいことであった。
【０００４】
　以上のような問題を解決するために、来訪者を認証する技術を開示している文献として
、特許文献１が存在する。特許文献１には、宅内の住人が不在である場合に宅内装置が来
訪者の認証を行い、認証結果に応じて外出先の住人が所有する携帯情報端末装置に来訪者
の来訪を通知するという内容の技術が開示されている。
【特許文献１】特開２００２－３６８８８８号公報（段落００１１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の技術によれば、来訪者の認証を行うことは可能となる。しかしなが
ら、宅外にチャイムが設置されていることについては従来と何ら変わりがないため、特許
文献１に記載の技術を用いても、チャイムが鳴る度に宅内の住人が宅内インターホンの設
置場所まで出向く必要があるという従来の問題点は解消できない。
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、宅内の住人の来訪者応対に関わる労
力を削減する端末装置、宅内制御装置、及び、来訪通知システムを提供することが目的で
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に記載の発明は、訪問宅に来訪した来訪者が所有する端末装置からの呼出要求
を制御し、かつ、前記訪問宅内に設置されている宅内制御装置において、
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　前記来訪者に関する情報を示す来訪者登録情報を記憶する来訪者登録データベースと、
　無線通信により、前記端末装置から前記来訪者に関する情報を示す送信来訪者情報を受
信する来訪者情報受信手段と、
　前記来訪者登録データベースに記憶されている来訪者登録情報に基づいて行われた、前
記来訪者情報受信手段により受信した送信来訪者情報の認証結果に応じて、前記来訪者の
来訪を通知するための来訪者通知情報を生成する来訪者通知生成手段と、
　前記来訪者通知生成手段により生成された来訪者通知情報を、前記訪問宅の住人に通知
する来訪者通知手段と、
前記来訪者通知情報を提示し、かつ、前記来訪者と通話するためのインターホンとを備え
、
　前記来訪者通知手段は、前記来訪者通知情報を前記インターホンに送信してから所定時
間の間に、前記インターホンからの応答がなかった場合に、前記来訪者通知情報を前記訪
問宅の住人が所有する端末装置に送信し、
　前記来訪者通知情報を前記端末装置に送信してから所定時間の間に、前記端末装置から
の応答がなかった場合に、前記来訪者通知情報を自装置に蓄積することを特徴とする宅内
制御装置を提供する。
【００１０】
　請求項１に記載の発明によれば、訪問宅内に設置されている宅内制御装置は、来訪者が
所有する端末装置から前記来訪者に関する情報を示す送信来訪者情報を受信し、来訪者通
知情報を生成して前記訪問宅の住人に来訪者の来訪を通知するため、訪問宅の宅外に宅外
ドアホンを設置する必要がなくなる。これにより、訪問宅に来訪者が来訪してもチャイム
が鳴ることがなくなるため、訪問宅の住人は、チャイムが押される度に玄関先まで出向い
てチャイムを押した人を確認したり応対する必要はなくなる。これにより、訪問宅の住人
の労力と煩わしさを削減することができる。また、宅内制御装置は、来訪者通知情報の送
信先より応答がなかった場合に、順次、来訪者通知情報の送信先や処理方法を変更してい
くことができるため、訪問宅の住人は、最も手間がかからない方法で、来訪者の来訪や来
訪者に関する情報を知ることができる。
【００１３】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の宅内制御装置において、前記来訪者登録デ
ータベースに記憶されている来訪者登録情報は、前記来訪者を識別するための来訪者登録
識別情報と、前記来訪者に関連する情報を示す来訪者関連情報とを含み、前記来訪者情報
受信手段により受信した送信来訪者情報は、前記来訪者を識別するための送信来訪者識別
情報と、前記来訪者に関連する情報を示す個人情報とを含み、前記来訪者通知生成手段は
、前記来訪者情報受信手段により受信した送信来訪者情報に含まれる送信来訪者識別情報
と一致する来訪者登録識別情報が、前記来訪者登録データベースに記憶されている場合に
は、該一致する来訪者登録識別情報と対応付けられて該来訪者登録データベースに記憶さ
れている来訪者関連情報と、前記来訪者情報受信手段により受信した個人情報とを含む来
訪者通知情報を生成し、前記来訪者情報受信手段により受信した送信来訪者情報に含まれ
る送信来訪者識別情報と一致する来訪者登録識別情報が、前記来訪者登録データベースに
記憶されていない場合には、前記来訪者情報受信手段により受信した個人情報を含む来訪
者通知情報を生成することを特徴とする。
【００１４】
　請求項２に記載の発明によれば、来訪者登録データベースに、送信来訪者情報に含まれ
る送信来訪者識別情報と一致する来訪者登録情報が記憶されているか否かによって、来訪
者通知情報に含まれる情報を変えることができるため、来訪者が既知の人か未知の人かに
応じて、訪問宅の住人に適切な来訪者通知情報を提示することができる。
　請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載の宅内制御装置において、前
記来訪者通知手段は、前記来訪者通知情報を前記訪問宅の住人が所有する複数の端末装置
に送信するものであり、
　前記複数の端末装置への送信順序を予め登録しておくようにしたことを特徴とする。
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　請求項４に記載の発明は、訪問宅へ来訪した来訪者が所有する端末装置から、前記訪問
宅内に設置されている宅内制御装置に、無線通信を用いてデータを送信することにより、
前記訪問宅の住人の呼び出しを行う来訪通知システムにおいて、前記端末装置は、前記宅
内制御装置の呼出要求が外部より入力されたことを検知した場合に、前記宅内制御装置へ
の接続を要求するための接続要求データと、前記来訪者に関する情報を示す送信来訪者情
報とを、無線通信により前記宅内制御装置に送信する呼出手段と、前記呼出手段により送
信されたデータに応答する応答信号を受信した場合に、音声データと映像データとの少な
くとも一方を、前記応答信号の送信元装置との間で送受信する対話手段とを備え、前記宅
内制御装置は、前記来訪者に関する情報を示す来訪者登録情報を記憶する来訪者登録デー
タベースと、無線通信により、前記端末装置から前記送信来訪者情報を受信する来訪者情
報受信手段と、前記来訪者登録データベースに記憶されている来訪者登録情報に基づいて
行われた、前記来訪者情報受信手段により受信した送信来訪者情報の認証結果に応じて、
前記来訪者の来訪を通知するための来訪者通知情報を生成する来訪者通知生成手段と、前
記来訪者通知生成手段により生成された来訪者通知情報を前記訪問宅の住人に通知する来
訪者通知手段と、
　前記来訪者通知情報を提示し、かつ、前記来訪者と通話するためのインターホンとを備
え、
　前記来訪者通知手段は、前記来訪者通知情報を前記インターホンに送信してから所定時
間の間に、前記インターホンからの応答がなかった場合に、前記来訪者通知情報を前記訪
問宅の住人が所有する端末装置に送信し、
　前記来訪者通知情報を前記端末装置に送信してから所定時間の間に、前記端末装置から
の応答がなかった場合に、前記来訪者通知情報を自装置に蓄積することを特徴とする来訪
通知システムを提供する。
【００１５】
　請求項４に記載の発明は、訪問宅の住人は、来訪者が所有する端末装置から訪問宅内に
設置された宅内制御装置に、無線通信により送信されるデータや来訪者登録データベース
に記憶されている来訪者登録情報によって、来訪者の来訪や来訪者に関する情報を知るこ
とができるため、宅外に宅外ドアホンを設置する必要がなくなる。これにより、訪問宅に
来訪者が来訪しても呼出チャイムが鳴ることがなくなるため、訪問宅の住人は、チャイム
が押される度に玄関先まで出向いてチャイムを押した人を確認したり応対する必要はなく
なる。これにより、訪問宅の住人は、来訪者応対に対する労力や煩わしさを削減すること
ができる。また、宅内制御装置は、来訪者通知情報の送信先より応答がなかった場合に、
順次、来訪者通知情報の送信先や処理方法を変更していくことができるため、訪問宅の住
人は、最も手間がかからない方法で、来訪者の来訪や来訪者に関する情報を知ることがで
きる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、訪問宅の住人は、来訪者が所有する端末装置から無線通信により宅内
制御装置に送信されるデータにより、来訪者の来訪や来訪者に関する情報を知ることがで
きるため、訪問宅の宅外に宅外ドアホンを設置する必要がなくなる。これにより、来訪者
が来訪してもチャイムが鳴ることがなくなるため、訪問宅の住人は、チャイムが押される
度に玄関先まで出向いてチャイムを押した人を確認したり応対する必要はなくなる。また
、訪問宅の住人は、宅内インターホンから遠い場所に居ても、携帯している端末装置を用
いて来訪者を確認することができる。これにより、訪問宅の住人は来訪者応対に対する労
力や煩わしさを削減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
［１．構成］
［１．１．全体構成］
　図１は、本発明の一実施形態に係る来訪通知システムの構成を示すブロック図である。
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同図に示すように、来訪通知システムは、来訪者が所有するモバイル端末１００と、訪問
宅内に設置され、モバイル端末１００からの呼び出しを制御する宅内装置２００と、訪問
宅の住人が所有するモバイル端末３００とを備えている。モバイル端末１００，３００は
、無線通信と携帯とが可能な端末装置であれば特に限定されないが、ここでは、来訪者の
モバイル端末１００は、ＰＤＡ（Personal Digital Assistance）であるものとする。ま
た、ユーザのモバイル端末３００は、表示部や操作部を備えた、一般的な携帯電話機であ
るものとする。なお、同図においては、来訪者のモバイル端末１００、宅内装置２００、
及び、モバイル端末３００を、各々１つずつしか図示していないが、実際には複数存在す
る。
【００１８】
［１．２．来訪者が所有するモバイル端末の構成］
　次に、来訪者が所有するモバイル端末１００の構成について説明する。モバイル端末１
００は、小型コンピュータのハードウェア構成を備えている。すなわち、モバイル端末１
００は、モバイル端末１００全体を制御するＣＰＵ（Central Processing Unit）と、無
線ＬＡＮ（Local Area Network）による通信を行う無線通信インターフェースと、ＳＲＡ
Ｍ（Static Random Access Memory）やＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）等の
揮発性メモリとフラッシュ・メモリ等の不揮発性メモリとを含む記憶部と、各種キーが操
作されることによりＣＰＵに指令を与える操作部と、通話を行うための通話処理部と、音
声を出力するスピーカと、音声を入力するマイクと、各種画面を表示する表示部と、被写
体を撮像するためのカメラを含む撮像部とを備えている。
【００１９】
　モバイル端末１００の記憶部には、来訪者情報を記憶するための個人データデータベー
ス１０１が設けられている。来訪者情報は、モバイル端末１００の所有する来訪者を識別
するための「来訪者ＩＤ（Identification）」と、所有者の名前や住所、勤務先名等情報
を示す「個人情報」とを含んで構成される。
　また、モバイル端末１００の記憶部には、来訪者が訪問宅の住人を呼び出す際に、モバ
イル端末１００の表示部に表示するための画面表示用のデータが記憶されている。当該デ
ータには、例えば、宅内装置２００との無線通信の接続指示を行う画面や、追加の個人情
報を入力する画面や、ＩＤタグを撮像指示する画面等を表示するためのデータが含まれて
いる。
【００２０】
　また、モバイル端末１００の記憶部には、各種プログラムが記憶されている。各種プロ
グラムの中には、モバイル端末１００の出荷時点から記憶されているプログラムである、
被写体を撮像するためのプログラムや、無線ＬＡＮによる通信を行うためのプログラムが
含まれている。
　また、各種プログラムの中には、モバイル端末１００の撮像部によってＩＤタグを撮影
した場合に、撮影された画像に含まれるＩＤタグのコード解析を行うことにより、文字コ
ードを取得するためのプログラムや、画面表示用のデータを解釈して表示部に画面を表示
するためのプログラムが含まれている。また、各種プログラムの中には、本発明に特徴的
な、宅内装置２００に各種データを送信する機能や訪問宅の住人と通話する機能を実現す
るためのプログラムが含まれている。これらのプログラムは、例えば、図示せぬサーバよ
りダウンロードされてモバイル端末１００の不揮発性メモリに記憶されたものである。
【００２１】
　上述したモバイル端末１００が備えるハードウェアの機能と、モバイル端末１００のＣ
ＰＵが上述した各種プログラムを記憶部より読み出して実行し実現する機能とにより、図
１に示すモバイル端末１００の機能部が実現される。同図に示すように、来訪者のモバイ
ル端末１００は、機能部としてモバイル端末制御部１０２とデータ送受信部１０３とを備
えている。
【００２２】
　モバイル端末制御部１０２は、ＣＰＵを含んで構成され、来訪者が望む訪問宅への無線
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通信や各機能部間における信号の授受を制御する。
　モバイル端末制御部１０２は、呼出機能１０２１と対話機能１０２２とを備えている。
呼出機能１０２１は、来訪者により操作部が操作されることにより、宅内装置２００に対
する呼出要求が外部から入力されたことを検知した場合に、宅内装置２００への接続を要
求するための接続要求データを生成して送信する。また、呼出機能１０２１は、来訪者を
識別するための来訪者ＩＤと来訪者に関する各種個人情報を表す個人情報とを含む送信来
訪者情報を生成して、宅内装置２００宛に送信する。ここで、送信来訪者情報に含まれる
個人情報には、来訪者の名前や住所、会社名、電話番号、来訪の要件、及び、来訪者の映
像等の情報が存在する。
【００２３】
　対話機能１０２２は、呼出機能１０２１により送信されたデータに応答する応答信号を
受信した場合に、音声データや映像データを、応答信号の送信元装置との間で送受信する
。具体的には、対話機能１０２２は、モバイル端末１００のマイクから入力された音声デ
ータや撮像部により撮影された映像データを、応答信号の送信元装置に送信する。また、
対話機能１０２２は、応答信号の送信元装置より送信されてきた音声データをスピーカよ
り出力し、送信されてきた映像データを表示部に表示する。これにより、来訪者と訪問宅
の住人とは、お互いを確認し対話を行うことができる。
【００２４】
　データ送受信部１０３は、外部装置と無線通信によりデータを送受信する。具体的には
、データ送受信部１０３は、モバイル端末制御部１０２より受信した接続要求データや送
信来訪者情報を、無線通信により宅内装置２００に送信する。また、データ送受信部１０
３は、宅内装置２００から接続要求データに対する応答信号を受信したり、応答信号の送
信元装置より、宅内装置２００を経由して音声データや映像データを受信する。
【００２５】
［１．３．宅内装置の構成］
　次に、訪問宅内に設置されている宅内装置２００の構成について説明する。宅内装置２
００は、一般的なコンピュータのハードウェア構成を備えている。すなわち、宅内装置２
００は、宅内装置２００全体を制御するＣＰＵと、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ
（Random Access Memory）、及び、ハードディスク装置を含む記憶部と、外部装置との通
信を制御する通信インターフェースと、無線通信用の無線ＬＡＮカードを含む無線装置２
０６と、ディスプレイ、及び、受話器を含む宅内側のインターホン２０５とを備えている
。
【００２６】
　宅内装置２００の記憶部には、来訪者登録用データベース２０１が設けられている。来
訪者登録用データベース２０１には、宅内の住人によって入力された来訪者登録情報が記
憶される。図２には、来訪者登録用データベース２０１に記憶されている来訪者登録情報
のデータ構成を示す。同図に示すように、来訪者登録情報は、来訪者を識別するための来
訪者登録ＩＤと、来訪者に関連する情報を示す来訪者関連情報とを含んで構成される。こ
こでは、「来訪者登録ＩＤ」はモバイル端末１００の電話番号であり、「来訪者関連情報
」は来訪者の名前である。また、記憶部には、宅内装置２００が宅内の住人が所有するモ
バイル端末３００と無線ＬＡＮによる通信を行うためのＩＰ（Internet Protocol）アド
レスを示すデータが記憶されている。
【００２７】
　また、記憶部には、各種プログラムが記憶されている。宅内装置２００のＣＰＵが各種
プログラムを実行して実現する機能と、上述した宅内装置２００のハードウェアが備える
機能とにより、図１に示す宅内装置２００の機能部が実現される。同図に示すように、宅
内装置２００は、機能部として宅内制御部２０２とデータ送受信部２０３と認証部２０４
とを備えている。データ送受信部２０３は、無線装置２０６を介して、モバイル端末１０
０との間でデータを送受信する。具体的には、データ送受信部２０３は、モバイル端末１
００より接続要求データを受信したときに応答信号を返すことにより、宅内装置２００と
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モバイル端末１００との間において、無線による通信回線を接続する。また、データ送受
信部２０３は、来訪者情報受信機能２０３１を備えており、当該来訪者情報受信機能２０
３１は、モバイル端末１００から、来訪者に関する情報を示す送信来訪者情報を無線通信
により受信する。
【００２８】
　認証部２０４は、宅内制御部２０２より受信した送信来訪者情報に含まれる来訪者ＩＤ
と一致する来訪者登録ＩＤを、来訪者登録用データベース２０１に記憶されている来訪者
登録情報の中から検索する。認証部２０４は、検索した結果、来訪者登録用データベース
２０１より取得した情報に基づいて認証結果情報を生成し、宅内制御部２０２に送信する
。具体的には、認証部２０４は、来訪者登録用データベース２０１から、一致する来訪者
登録ＩＤと対応付けられて記憶されている来訪者関連情報を取得した場合には、認証結果
「来訪情報登録アリ」を表す認証結果情報と取得した来訪者関連情報とを、宅内制御部２
０２に送信する。一方、認証部２０４は、来訪者登録用データベース２０１から、一致す
る来訪者登録ＩＤは記憶されていないという情報が返された場合には、来訪者は身元不明
であるため、認証結果「来訪情報登録ナシ」を表す認証結果情報を宅内制御部２０２に送
信する。
【００２９】
　宅内制御部２０２は、ＣＰＵを含んで構成されており、宅内装置２００の各部とデータ
の授受を行い、モバイル端末１００から受信したデータについての各種処理を制御する。
　宅内制御部２０２は、来訪者通知生成機能２０２１と来訪者通知機能２０２２と対話用
通信接続機能２０２３とを備えている。
　来訪者通知生成機能２０２１は、認証部２０４より受信した、送信来訪者情報の認証結
果情報に基づいて、インターホン２０５のディスプレイやモバイル端末３００の表示部に
、インターホン画面を表示するための情報（以下、「来訪者通知情報」という）を生成す
る。具体的には、認証部２０４より受信した認証結果情報が「来訪者登録アリ」を表して
いる場合には、来訪者通知生成機能２０２１は、モバイル端末１００より受信した来訪者
ＩＤと一致する来訪者登録ＩＤと対応付けられて、来訪者登録用データベース２０１に記
憶されている来訪者関連情報と、モバイル端末１００より受信した個人情報とを含む来訪
者通知情報を生成する。一方、認証部２０４より受信した認証結果情報が「来訪者登録ナ
シ」を表している場合には、来訪者通知生成機能２０２１は、当該認証結果情報とモバイ
ル端末１００より受信した個人情報とを含む来訪者通知情報を生成する。
【００３０】
　来訪者通知機能２０２２は、来訪者通知生成機能２０２１により生成された来訪者通知
情報をインターホン２０５に送信する。また、来訪者通知機能２０２２は、来訪者通知情
報を、記憶部に記憶されているＩＰアドレスで特定されるモバイル端末３００に送信する
。
　来訪者通知情報を受信したインターホン２０５のディスプレイや、宅内の住人の所有す
るモバイル端末３００の表示部には、図３及び図４に示すインターホン画面が表示される
。このときに、認証部２０４が生成した認証結果情報が「来訪者情報登録アリ」を表して
いた場合には、例えば、図３に示すインターホン画面が表示される。また、認証部２０４
が生成した認証結果情報が「来訪者情報登録ナシ」を表していた場合には、例えば、図４
に示すインターホン画面が表示される。
【００３１】
　宅内の住人は、表示されたインターホン画面を照会して、来訪者の身元（既知の人物か
、もしくは、未知の人物か）を確認した上で、インターホン２０５やモバイル端末３００
を用いて、来訪者のモバイル端末１００と通信を行うかどうかの選択を行うことができる
。
　対話用通信接続機能２０２３は、来訪者通知機能２０２２により送信された来訪者通知
情報に対する応答信号を検知した場合に、応答信号を送信した送信元装置とモバイル端末
１００との間における、無線による通信回線を接続する。これにより、応答信号の送信元
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装置とモバイル端末１００との間で音声データや映像データを送受信することが可能とな
る。なお、来訪者通知情報に対する応答信号は、インターホン２０５の受話器が取られた
り、モバイル端末３００の操作部が操作されることにより、宅内装置２００に送信される
。
【００３２】
［１．４．訪問宅呼出処理］
　次に、図５に示すフローチャートを参照しながら、来訪者がモバイル端末１００を用い
て、訪問宅内の住人を呼び出すときの手順を説明する。
　まず、来訪者は、無線装置２０６の通信エリア内に進入する（ステップＳ３０１）。次
に、来訪者はモバイル端末１００の操作部を操作して、訪問宅内に設置されている宅内装
置２００の呼出を指示する。これにより、モバイル端末１００のモバイル端末制御部１０
２は当該指示を検知して、呼出機能１０２１に通知する。呼出機能１０２１は、宅内装置
２００への接続を要求するための接続要求データを生成して、当該接続要求データをデー
タ送受信部１０３を介して送信する。
【００３３】
　宅内装置２００のデータ送受信部２０３は、無線装置２０６を介して接続要求データを
受信する。データ送受信部２０３は、受信した接続要求データに応答する信号をモバイル
端末１００に返す。これにより、モバイル端末１００と宅内装置２００との間における無
線による通信回線が接続される（ステップＳ３０２）。
　次に、来訪者は、個人データデータベース１０１に登録されている個人情報以外に、追
加の個人情報（名前、要件、来訪者の画像等）を訪問宅の住人に通知したい場合には、モ
バイル端末１００の操作部を操作して追加の個人情報を入力したり、自己の映像を撮像し
たりする指示を行う。その後、来訪者は、来訪者情報の送信指示を行う。これにより、デ
ータ送受信部１０３は、個人データデータベース１０１に記憶されている来訪者ＩＤ及び
個人情報と、追加で入力された個人情報とを含んだ送信来訪者情報を送信する（ステップ
Ｓ３０３）。
【００３４】
　宅内装置２００の来訪者情報受信機能２０３１は、無線装置２０６を介して、モバイル
端末１００より送信来訪者情報を受信する。来訪者情報受信機能２０３１は、送信来訪者
情報を宅内制御部２０２に転送し、宅内制御部２０２は、送信来訪者情報を認証部２０４
に転送する。
　認証部２０４は、受信した送信来訪者情報に含まれる来訪者ＩＤと、来訪者登録用デー
タベース２０１に記憶されている来訪者登録ＩＤとの比較を行う（ステップＳ３０４）。
比較を行った結果、来訪者登録用データベース２０１に、受信した来訪者ＩＤと一致する
来訪者登録ＩＤが存在する場合は、認証部２０４は、来訪者登録用データベース２０１よ
り、一致する来訪者登録ＩＤと対応付けられて記憶されている来訪者関連情報を取得する
。そして、認証部２０４は、認証結果「来訪者情報登録アリ」を表す認証結果情報と、取
得した来訪者関連情報とを宅内制御部２０２に送信する。一方、来訪者登録用データベー
ス２０１に受信した来訪者ＩＤと一致する来訪者登録ＩＤが存在しない場合は、認証部２
０４は、認証結果「来訪者情報登録ナシ」を表す認証結果情報を、宅内制御部２０２に送
信する。
【００３５】
　宅内制御部２０２の来訪者通知生成機能２０２１は、認証部２０４より受信した認証結
果情報が「来訪者情報登録アリ」を表している場合には、認証部２０４より受信した来訪
者関連情報と、モバイル端末１００より受信した送信来訪者情報に個人情報が含まれてい
た場合には当該個人情報と、を含む来訪者通知情報を生成する。一方、来訪者通知生成機
能２０２１は、認証部２０４より受信した認証結果情報が「来訪者情報登録ナシ」を表し
ている場合には、認証部２０４より受信した認証結果情報と、モバイル端末１００より受
信した送信来訪者情報に個人情報が含まれている場合には当該個人情報と、を含む来訪者
通知情報を生成する。
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【００３６】
　宅内制御部２０２の来訪者通知機能２０２２は、来訪者通知生成機能２０２１により生
成された来訪者通知情報を、インターホン２０５と宅内の住人が所有するモバイル端末３
００との両方に送信する（ステップＳ３０５）。
　来訪者通知情報を受信すると、インターホン２０５は、ディスプレイにインターホン画
面を表示し、また、モバイル端末３００は、表示部にインターホン画面を表示する。
【００３７】
［２．動作］
　次に、図５及び図６を参照しながら、上記構成における動作について説明する。　前提
として、来訪者の訪問宅はＷ家であり、Ｗ家の宅内に設置されている宅内装置２００の来
訪者登録用データベース２０１には、図２に示すデータ内容の来訪者登録情報が記憶され
ているものとする。また、訪問宅Ｗ家の住人は一人であり、宅内装置２００の記憶部には
、住人が所有するひとつのモバイル端末３００のＩＰアドレスが記憶されているものとす
る。
　また、訪問宅Ｗ家の宅外に設置されている表札には、宅内装置２００のＩＰアドレスを
表すコードが印刷されたＩＤタグが貼り付けられているものとする。
【００３８】
［２．１．ＩＤが来訪者登録用データベースに登録されている場合］
　名前が「ＡＡＡ」である来訪者（以下、来訪者ＡＡＡという）がＷ家宅に来訪して、イ
ンターホン２０５の側に居るＷ家宅の住人を呼び出す場合の動作について説明する。前提
として、モバイル端末１００の個人データデータベース１０１には、「来訪者ＩＤ」“０
９０－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ”、「個人情報」“会社名：ＡＢＣ商店”が記憶されているも
のとする。
　まず、来訪者ＡＡＡは、無線装置２０６の通信エリア内に進入する（図５のステップＳ
３０１）。来訪者ＡＡＡは、モバイル端末１００の操作部を操作して、表札に貼り付けら
れているＩＤタグを撮影するための指示を行う。
　これにより、モバイル端末１００の撮像部は、ＩＤタグを撮影する。モバイル端末１０
０は、撮影されたＩＤタグの画像を解析することにより、宅内装置２００のＩＰアドレス
を取得する。
【００３９】
　次に、訪問者ＡＡＡは、モバイル端末１００の操作部を操作して、訪問宅Ｗ家内に設置
されている宅内装置２００との接続を要求するための指示を行う。これにより、モバイル
端末１００のモバイル端末制御部１０２は当該指示を検知して、呼出機能１０２１に通知
する。呼出機能１０２１は、ＩＤタグより取得したＩＰアドレスを送信先アドレスとする
接続要求データを生成し、データ送受信部１０３に送信する。データ送受信部１０３は、
当該接続要求データを無線通信により送信する（図６のプロセスＰ１１）。接続要求デー
タは、無線装置２０６を介して宅内装置２００のデータ送受信部２０３に送信される。宅
内装置２００のデータ送受信部２０３は、接続要求データに応答する信号を返信する。こ
れにより、モバイル端末１００と宅内装置２００との無線通信回線が接続される（図５の
ステップＳ３０２）。
【００４０】
　次に、来訪者ＡＡＡは、追加の個人情報として、モバイル端末１００を操作して、自己
の映像を撮像する指示を行う。これにより、モバイル端末１００の撮像部は、来訪者ＡＡ
Ａを撮像し、来訪者ＡＡＡの画像データを生成する。
　次に、来訪者ＡＡＡは、来訪者情報の送信指示を行う。これにより、モバイル端末制御
部１０２の呼出機能１０２１は、個人データデータベース１０１に記憶されている来訪者
情報（「来訪者ＩＤ」“０９０－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ”、「個人情報」“会社名：ＡＢＣ
商店”）を読み出す。呼出機能１０２１は、当該読み出した来訪者情報と撮影された画像
データとに基づいて、送信来訪者情報（来訪者ＩＤ“０９０－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ”、個
人情報（“会社名：ＡＢＣ商店”、及び、“来訪者ＡＡＡの画像データ”））を生成する
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。呼出機能１０２１は、生成した送信来訪者情報をデータ送受信部１０３に送信する。デ
ータ送受信部１０３は、ＩＤタグより取得したＩＰアドレスで特定される宅内装置２００
宛に、送信来訪者情報を送信する（図５のステップＳ３０３、図６のプロセスＰ１１）。
【００４１】
　宅内装置２００の来訪者情報受信機能２０３１は、無線装置２０６を介して、来訪者情
報を受信する。来訪者情報受信機能２０３１は、送信来訪者情報を、宅内制御部２０２か
ら認証部２０４へと送信する（図６のプロセスＰ１２）。
　認証部２０４は、受信した送信来訪者情報に含まれる来訪者ＩＤ“０９０－ＸＸＸＸ－
ＸＸＸＸ”を来訪者登録用データベース２０１に入力して（図６のプロセスＰ１３）、来
訪者ＩＤと来訪者登録用データベース２０１に記憶されている来訪者登録ＩＤとの比較を
行い（図５のステップＳ３０４）、来訪者ＩＤと一致する来訪者登録ＩＤを検索する。こ
こでは、図２に示すように、来訪者登録用データベース２０１には、受信した来訪者ＩＤ
“０９０－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ”と一致する来訪者登録ＩＤが存在する。このため、認証
部２０４は、来訪者登録用データベース２０１より、来訪者登録ＩＤ“０９０－ＸＸＸＸ
－ＸＸＸＸ”と対応付けられて記憶されている来訪者関連情報“名前：ＡＡＡ”を取得す
る（図６のプロセスＰ１４）。認証部２０４は、「来訪者情報登録アリ」を表す認証結果
情報と、来訪者登録用データベース２０１より取得した来訪者関連情報とを、宅内制御部
２０２に返す（図６のプロセスＰ１５）。
【００４２】
　宅内制御部２０２の来訪者通知機能２０２２は、宅内制御部２０２より受信した「来訪
者情報登録アリ」の認証結果、及び、来訪者関連情報“名前：ＡＡＡ”と、モバイル端末
１００より受信した個人情報（“会社名：ＡＢＣ商店”、及び、“来訪者ＡＡＡの画像デ
ータ”）を含む来訪者通知情報を生成する。宅内制御部２０２の来訪者通知機能２０２２
は、生成した来訪者通知情報をインターホン２０５に送信する。また、来訪者通知機能２
０２２は、記憶部よりモバイル端末３００のＩＰアドレスを読み出して、当該ＩＰアドレ
スで特定されるモバイル端末３００宛に来訪者通知情報を送信する（図６のプロセスＰ１
６）。
【００４３】
　これにより、インターホン２０５のディスプレイとモバイル端末３００の表示部とには
、図６に示すインターホン画面１が表示される。
　ここでは、訪問宅Ｗ家の住人は、インターホン２０５の側に居たため、インターホン２
０５のディスプレイに表示されたインターホン画面１を照会した後に、インターホン２０
５の受話器を取る。宅内制御部２０２の対話用通信接続機能２０２３がこれを検知して、
無線装置２０６を介してモバイル端末１００に応答信号を送信する。これにより、インタ
ーホン２０５とモバイル端末１００との間における、無線による通信回線が接続される。
　モバイル端末１００の対話機能１０２２は、応答信号を受信すると、応答信号の送信元
である宅内装置２００のインターホン２０５と、音声データや映像データを、通信回線を
介して送受信する。これにより、来訪者ＡＡＡとＷ家宅内の住人とがお互いを確認し対話
を行う。
【００４４】
［２．２．ＩＤが来訪者登録用データベースに登録されていない場合］
　次に、名前が「ＢＢＢ」である来訪者（以下、「来訪者ＢＢＢ」という）が、Ｗ家宅に
来訪して、モバイル端末３００を携帯しているＷ家宅の住人を呼び出すときの動作につい
て説明する。前提として、モバイル端末３００を携帯しているＷ家宅の住人は無線ＬＡＮ
のエリア内に居るものとする。また、モバイル端末１００の個人データデータベース１０
１には、来訪者ＩＤ“０９０－ＺＺＺＺ－ＺＺＺＺ”が記憶されており、個人情報は記憶
されていないものとする。
【００４５】
　図５に示すステップＳ３０２までの動作手順は、上述した、［２．１．ＩＤが来訪者登
録用データベースに登録されている場合］において説明した手順と同様であるため、重複
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した説明を省略する。
　ステップＳ３０２において、モバイル端末１００と宅内装置２００との間の無線による
通信回線が接続された後、来訪者ＢＢＢは、モバイル端末１００の操作部を操作して、表
示部に個人情報を表示する指示を行う。モバイル端末制御部１０２は、個人データデータ
ベース１０１より来訪者情報（「来訪者ＩＤ」“０９０－ＺＺＺＺ－ＺＺＺＺ”）を読み
出して、モバイル端末１００の表示部に表示する。
【００４６】
　来訪者ＢＢＢは、表示部に表示された情報を確認した後、モバイル端末１００の操作部
を操作して、追加の個人情報“名前：ＢＢＢ”を入力する。また、来訪者ＢＢＢは、モバ
イル端末１００の操作部を操作して、自己の映像を撮像する指示を行う。これにより、モ
バイル端末１００の撮像部は、来訪者ＢＢＢを撮像し、来訪者ＢＢＢの画像データを生成
する。
【００４７】
　次に、来訪者ＢＢＢは送信指示を行う。これにより、モバイル端末制御部１０２の呼出
機能１０２１は、個人データデータベース１０１より読み出されて表示部に表示された来
訪者情報と、入力された追加の個人情報と、撮像された画像データとに基づいて、送信来
訪者情報（来訪者ＩＤ“０９０－ＺＺＺＺ－ＺＺＺＺ”、個人情報（“名前：ＢＢＢ”及
び“来訪者ＢＢＢの画像データ”））を生成する。呼出機能１０２１は、生成した送信来
訪者情報をデータ送受信部１０３に送信する。データ送受信部１０３は、ＩＤタグより取
得したＩＰアドレスで特定される宅内装置２００宛に、送信来訪者情報を送信する（図５
のステップＳ３０３、図６のプロセスＰ１１）。
【００４８】
　宅内装置２００の来訪者情報受信機能２０３１は、無線装置２０６を介して、送信来訪
者情報を受信する。来訪者情報受信機能２０３１は、送信来訪者情報を宅内制御部２０２
に転送し、宅内制御部２０２は、送信来訪者情報を認証部２０４に転送する。
　認証部２０４は、受信した送信来訪者情報に含まれる来訪者ＩＤ“０９０－ＺＺＺＺ－
ＺＺＺＺ”を来訪者登録用データベース２０１に入力して（図６のプロセスＰ１３）、来
訪者ＩＤと、来訪者登録用データベース２０１に記憶されている来訪者登録ＩＤとの比較
を行うことにより（図５のステップＳ３０４）、来訪者ＩＤと一致する来訪者登録ＩＤを
来訪者登録用データベース２０１より検索する。ここでは、図２に示すように、来訪者登
録用データベース２０１には、受信した来訪者ＩＤ“０９０－ＺＺＺＺ－ＺＺＺＺ”と一
致する来訪者登録ＩＤが存在しないため、来訪者登録用データベース２０１は一致する来
訪者登録ＩＤが存在しない旨の情報を認証部２０４に返す（図６のプロセスＰ１４）。認
証部２０４は、当該情報を受けて、「来訪者情報登録ナシ」を表す認証結果情報を宅内制
御部２０２に返す（図６のプロセスＰ１５）。
【００４９】
　宅内制御部２０２の来訪者通知機能２０２２は、宅内制御部２０２より受信した「来訪
者情報登録ナシ」を表す認証結果情報と、受信した個人情報（“名前：ＢＢＢ”及び“来
訪者ＢＢＢの画像データ”）を含む来訪者通知情報を生成する。宅内制御部２０２の来訪
者通知機能２０２２は、生成した来訪者通知情報をインターホン２０５に送信する。また
、来訪者通知機能２０２２は、記憶部よりモバイル端末３００のＩＰアドレスを読み出し
て、当該ＩＰアドレスで特定されるモバイル端末３００宛に来訪者通知情報を送信する（
図６のプロセスＰ１７）。
【００５０】
　これにより、インターホン２０５のディスプレイとモバイル端末３００の表示部とには
、図６に示すインターホン画面２が表示される。
　ここでは、訪問宅Ｗ家の住人はモバイル端末３００を携帯していたため、モバイル端末
３００の表示部に表示されたインターホン画面２を照会する。訪問宅Ｗ家の住人は、モバ
イル端末３００を操作して、呼び出しに応答する指示を行う。これにより、モバイル端末
３００は宅内装置２００に応答信号を送信する。宅内装置２００のデータ送受信部２０３
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は当該応答信号を受信し、宅内制御部２０２に転送する。宅内制御部２０２の対話用通信
接続機能２０２３は、応答信号をモバイル端末１００に送信する。これにより、モバイル
端末３００とモバイル端末１００との間において、無線による通信回線が接続される。モ
バイル端末１００の対話機能１０２２は応答信号を受信すると、応答信号の送信元である
モバイル端末３００と、音声データや映像データを送受信する。これにより、来訪者ＢＢ
ＢとＷ家宅内の住人とがお互いを確認して対話を行うことができる。
【００５１】
［３．変形例］
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は係る実施形態に限定されるもの
ではなく、その技術思想の範囲内で様々な変形が可能である。変形例としては、例えば、
以下のようなものが考えられる。
（１）上述した実施形態においては、宅内装置２００の来訪者通知機能２０２２は、イン
ターホン２０５とモバイル端末３００との両方に来訪者通知情報を送信するものとして説
明したが、これに限定されない。例えば、来訪者通知機能２０２２は、まずインターホン
２０５のみに来訪者通知情報を送信するようにしてもよい。そして、インターホン２０５
に来訪者通知情報を送信してから所定時間の間にインターホン２０５からの応答がなかっ
た場合に、来訪者通知機能２０２２は、モバイル端末３００に来訪者通知情報を送信する
ようにしてもよい。さらに、モバイル端末３００に来訪者通知情報を送信してから所定時
間の間にモバイル端末３００からの応答がなかった場合に、宅内装置２００が来訪者通知
情報を宅内装置２００の記憶部に蓄積するようにしてもよい。
【００５２】
　このような態様を実現するためには、上記「所定時間」を宅内装置２００の記憶部に記
憶しておく必要がある。また、上述した実施形態において宅内装置２００の記憶部に記憶
されている、来訪者通知機能２０２２を実現するためのプログラムを、上記の機能を実現
するように修正する必要がある。
【００５３】
（２）上述した実施形態の動作説明においては、モバイル端末３００が１つであるとして
説明したが、宅内の住人が複数人居て、住人各々がモバイル端末３００を所有していても
よい。この場合には、宅内装置２００の記憶部に、複数のモバイル端末３００各々を特定
するためのＩＰアドレスが記憶されていて、来訪者通知機能２０２２がインターホン２０
５と複数のモバイル端末３００とに来訪者通知情報を送信するようにする。
【００５４】
　また、来訪者通知機能２０２２が、来訪者通知情報をまずインターホン２０５のみに送
信し、所定時間の間にインターホン２０５からの応答がなかった場合に、来訪者通知情報
を特定のモバイル端末３００に送信するようにしてもよい。さらに、来訪者通知情報を特
定のモバイル端末３００に送信してから所定時間の間に、特定のモバイル端末３００から
の応答がなかった場合に、来訪者通知機能２０２２は、別のモバイル端末３００に来訪者
通知情報を送信し、さらに応答がなかった場合に、順次、異なるモバイル端末３００に来
訪者通知情報を送信するようにするとよい。そして、全てのモバイル端末３００からの応
答がなかった場合に、宅内装置２００は来訪者通知情報を記憶部に蓄積するようにしても
よい。この場合には、複数のモバイル端末３００に来訪者通知情報を送信する順番を、宅
内の住人が宅内装置２００の記憶部に予め登録できるようにしておくとよい。
　また、来訪者が、モバイル端末１００から訪問宅の住人の誰宛に訪ねて来たかを入力で
きるようにして、宅内装置２００が当該入力された情報に基づいて、複数のモバイル端末
３００に来訪者通知情報を送信する順番を制御できるようにしてもよい。
【００５５】
（３）上述した実施形態においては、モバイル端末３００は、宅内装置２００を経由して
、モバイル端末１００と無線による通信回線を接続するものとして説明したが、モバイル
端末３００とモバイル端末１００とが、宅内装置２００を経由せずに直接通信回線を接続
するようにしてもよい。
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（４）上述した実施形態においては、来訪者通知情報がインターホン２０５やモバイル端
末３００に送信されてきた場合に、インターホン２０５のディスプレイやモバイル端末３
００の表示部に、インターホン画面が表示されるものとして説明したが、インターホン画
面が表示される他に、インターホン２０５やモバイル端末３００のスピーカから呼出メロ
ディが出力されたり、モバイル端末３００が振動するようにしてもよい。
【００５６】
（５）上述した実施形態においては、モバイル端末１００と宅内装置２００とは、無線Ｌ
ＡＮにより通信を行うとして説明したが、これに限定されることはない。例えば、赤外線
通信（ＩｒＤＡ（Infrared Data Association））、ブルートゥース（登録商標）、移動
通信網、移動パケット通信網を用いて通信することもできる。これらの無線通信の中では
、通信距離が短いものを用いるのが好ましいと考えられる。なぜなら、来訪者が訪問宅の
玄関先に到着して始めて訪問宅の住人の呼出を行えるようにすれば、遠距離にいながら呼
び出しを行う行為を防止することができるからである。
　また、無線通信として、ＩｒＤＡ等の比較的通信距離が短いものを用いた場合には、来
訪者が通信エリアに進入した場合に、モバイル端末１００が自動的に宅内装置２００に接
続するようにしてもよい。
【００５７】
（６）上述した実施形態においては、モバイル端末３００と宅内装置２００とが無線ＬＡ
Ｎにより通信を行うとして説明したが、モバイル端末３００が無線ＬＡＮのエリア外に移
動したときには、モバイル端末３００と宅内装置２００との通信が移動通信網経由に切り
替わるようにしてもよい。
【００５８】
（７）上述した実施形態において説明した、個人データデータベース１０１や来訪者登録
用データベース２０１に記憶されるデータのデータ構成は一例に過ぎない。また、上述し
たインターホン画面の構成も一例に過ぎない。例えば、来訪者登録用データベース２０１
には、過去に訪問した人の履歴が登録されるようにしてもよい。そして、来訪者通知生成
機能２０２１は、当該履歴に基づいて、インターホン画面に「過去の×月○日に来訪した
ＡＡＡさんです」といった情報を表示するための来訪者通知情報を生成するようにしても
よい。また、上述した実施形態においては、個人データデータベース１０１と来訪者登録
用データベース２０１とには、来訪者を識別するためのＩＤとして、モバイル端末１００
の電話番号が記憶されているとして説明したが、来訪者を識別するためのＩＤは、モバイ
ル端末１００の所有者を同定することが可能な固有な値であれば何でもよく、電話番号に
限定されることはない。
【００５９】
（８）例えば、モバイル端末１００と宅内装置２００とが電話網によって通信を行い、来
訪者を識別するためのＩＤとして電話番号を用いる場合には、モバイル端末１００は、接
続要求データと同時に自装置１００のＩＤ（電話番号）を送信することとなる。このため
、上述した実施形態において説明した、図５におけるステップＳ３０２とステップＳ３０
３とは、同一ステップに統合されることとなる。
（９）上述した実施形態における来訪者のモバイル端末１００の操作手順（接続要求の送
信手順、来訪者ＩＤの送信手順、被写体の撮影方法）は一例に過ぎず、来訪者にとって操
作し易い手順を用いることができる。
【００６０】
（１０）上述した実施形態においては、訪問宅の玄関には、宅内装置２００を特定するた
めのＩＰアドレスのコードが印刷されたＩＤタグが貼り付けられているものとしたが、こ
れは、宅内装置２００のＩＰアドレスを取得する方法の一例であり、これに限定されない
。また、無線ＬＡＮを用いて通信したために、宅内装置２００を特定するための通信アド
レスとしてＩＰアドレスを用いたが、電話網を用いて通信を行う場合には、宅内装置２０
０を特定するための通信アドレスは電話番号となる。（１１）上述した実施形態における
モバイル端末１００は、ＰＤＡであるとして説明したが、これに限定されずに、携帯電話
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であれば何でもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の実施の形態に係る来訪通知システムの構成を示すブロック図である。
【図２】同実施の形態に係る来訪者登録用データベースのデータ構成を示す図である。
【図３】同実施の形態に係る認証結果情報が「来訪者情報アリ」を表している場合に表示
されるインターホン画面の一例である。
【図４】同実施の形態に係る認証結果情報が「来訪者情報ナシ」を表している場合に表示
されるインターホン画面の一例である。
【図５】同実施の形態に係る来訪者がモバイル端末を用いて、訪問宅内の住人を呼び出す
ときの手順を示すである。
【図６】同実施の形態に係る動作例を説明するための図である。
【図７】従来の来訪通知システムを用いて、来訪者が訪問宅内の住人を呼び出すときの手
順を説明するための図である。
【符号の説明】
【００６２】
１００，３００　モバイル端末
１０１　個人データデータベース
１０２　モバイル端末制御部
１０２１　呼出機能
１０２２　対話機能
１０３　データ送受信部
２００　宅内装置
２０１　来訪者登録用データベース
２０２　宅内制御部
２０２１　来訪者通知生成機能
２０２２　来訪者通知機能
２０２３　対話用通信接続機能
２０３　データ送受信部
２０３１　来訪者情報受信機能
２０４　認証部
２０５　インターホン
２０６　無線装置
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